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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 

ぜんのう の しゅ ( swt ) は、 つぎ の しょうく に おいて こう つげて おられ ます。 「…… あなたがた が、 その みな に 

おいて たがい に たずねあう アッラー を、 また しきゅう [から しょうじる けつえん] を おそれ なさい。 ほんとう に  

アッラー は、 いつも あなたがた を みまもって いる。 ……」1 

また、 ハディース を とおして、 よげんしゃ  صلى الله عليه وسلم は いか の ように かたって います。 「かて を ふやし、 ちょうじゅ を まっとう 

したい と ねがう なら、 しんせき との きずな を たもつ ように しなさい。」2 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 

わたしたち しんこうしゃ が まもる べき もっとも たいせつ な かちかん の ひとつ が、 スィラート・アッ＝ラヒーム です。    

スィラート・アッ＝ラヒーム とは、 かぞく、 しんせき、 りんじん と よい かんけい を きずく こと を いみ します。 かれら との  

きずな を こわす こと なく、 よろこび も かなしみ も わかち あい、 こまって いたら たすけ に かけつけ、 たおれた とき は 

おきあがれる よう て を さしのべ、 おもいやり と やさしさ、 あいじょう を もって たがい に ささえあう こと です。 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 

わたしたち は、 テクノロジー が めまぐるしく しんぽ する じだい を いきて います。 いつでも すきな とき に ちきゅう の   

うらがわ に いる ひと と れんらく を とる こと が でき、 おんせい でも、 ビデオ でも やりとり する こと が できます。    

しかし こうした はってん とは うらはら に、 わたしたち の たがい の きょり は ひ に ひ に とおざかり、 もっとも ちかしい  

はず の りょうしん でさえ ないがしろ に して いる よう に おもえ ます。 ひ を おう ごと に、 わたしたち は ますます   

こじんか し、 ぐんしゅう の なか に いながら に して こりつ して ゆき ます。 げんだい に おいて は、 こどく の なか に  

みすてられ、 いとしい わがこ の おとずれ を まち のぞむ さびしい りょうしん が かずおおく そんざい します。 じぶんたち に 

かんしん を よせて ほしい と おもって いる しんせき が かずおおく そんざい します。 なやみごと を うちあけ、 すこし でも 

こころ を かるく したい と のぞむ したしい ひと たち が たくさん います。 あいさつ や こころ から の えがお、 したしみ や 

あたたかさ を もとめる りんじん が たくさん います。 

しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 

じひ の きかい で ある スィラート・アッ＝ラヒーム を すてさる こと の ない ように しましょう。 しゅくふく を うしなう こと の 

ない ように しましょう。 りょうしん を こうふく に しましょう。 しんせき の やさしさ と まごころ、 こえかけ や こころ から の 

えがお を おしまない ように しましょう。 けっこんしき、 イード、 そうしき の さい には、 かれら を ひとり に しない ように  

しましょう。 ねんちょうしゃ を うやまい、 しんせき を こうふく に する こと を、 こどもたち が わたしたち じしん を とおして 

まなべる ように しましょう。 わかち あう こと で よろこび は まし、 かなしみ は へる と いう こと を、 わかい ひと たち が 

わたしたち じしん を とおして まなべる よう に しましょう。 

こんしゅう の ホトバ を、 アッラー の しと  صلى الله عليه وسلم の つぎ の ハディース を もって おわり ます。 「スィラート・アッ＝ラヒーム は 

アッ＝ラフマーン である アッラー から もたらされる。 しんせき と の きずな を たもつ もの とは、 アッラー も きずな 

を たもって くださる。 きずな を たつ もの とは、 アッラー も きずな を たたれる。」3 
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